
�
橋
達
典
提
出
学
位
申
請
論
文

『
吉
川
神
道
思
想
の
研
究
―
吉
川
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
―
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
活
躍
し
た
吉
川
惟
足
（
一
六
一
六
〜
一
六
九
四
）
が
、『
日

本
書
紀
』
神
代
巻
を
拠
り
所
に
神
道
信
仰
の
内
実
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
、
思
想
的
営
み
に
つ

い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
商
人
で
あ
っ
た
惟
足
は
和
歌
に
興
味
を
も
ち
、
歌
学
を
通
し
て
神

道
古
典
に
触
れ
、
神
道
古
典
の
解
釈
に
辛
苦
。
良
き
師
を
求
め
、
吉
田
神
道
の
道
統
者
・
萩
原

兼
従
の
下
に
学
び
、
吉
田
神
道
の
最
高
奥
秘
・
神
籬
磐
境
の
伝
を
授
与
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
典
拠
に
神
道
思
想
を
構
築
。
武
士
達
の
間
に
学
問
が
興
隆
し
た
時
代

状
況
の
中
で
、
惟
足
は
保
科
正
之
や
徳
川
頼
宣
等
諸
大
名
に
招
か
れ
て
、
時
代
に
適
応
し
た
神
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道
論
を
説
く
。
と
く
に
保
科
正
之
や
彼
を
主
君
と
す
る
会
津
藩
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
晩

年
惟
足
は
徳
川
幕
府
の
初
代
神
道
方
と
な
り
、
神
道
に
関
す
る
諮
問
に
答
え
る
家
と
な
る
。

惟
足
の
神
道
思
想
を
神
代
巻
の
解
釈
を
中
心
に
考
察
し
よ
う
と
す
る
本
論
文
は
、
以
下
の
よ

う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。「
序
章
」「
第
一
章

吉
川
惟
足
の
『
日
本
書
紀
』
尊
重
論
」「
第

二
章

吉
川
惟
足
の
混
沌
と
未
生
已
生
論
―
神
代
巻
冒
頭
の
解
釈
に
つ
い
て
―
」「
第
三
章

吉
川
惟
足
の
道
統
継
承
問
題
の
再
考
察
」「
第
四
章

吉
川
惟
足
の
葬
祭
論
の
一
考
察
―
保
科

正
之
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
っ
て
―
」「
第
五
章

吉
川
惟
足
に
お
け
る
神
籬
磐
境
の
伝
の
要
諦
」

「
第
六
章

吉
川
惟
足
の
八
雲
神
詠
理
解
と
詠
歌
に
関
す
る
一
考
察
」「
第
七
章

吉
川
惟
足

の
神
語
の
理
解
と
詠
歌
」「
第
八
章

吉
川
惟
足
と
山
崎
闇
斎
の
神
代
巻
解
釈
の
相
違
に
つ
い

て
の
一
考
察
」「
第
九
章

吉
川
惟
足
に
見
る
中
世
と
近
世
神
道
思
想
の
端
境
期
」「
終
章
」

「
付
記
」

次
に
各
章
の
要
旨
を
、
簡
略
に
述
べ
て
み
た
い
。「
序
章
」
に
お
い
て
論
者
は
、
惟
足
を
吉

田
神
道
の
道
統
継
承
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
国
家
統
治
の
あ
り
方
を
究
明
す
る
吉
川
神
道
の
提
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唱
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
と
近
世
神
道
思
想
の
端
境
期
に
あ
っ
た
思
想
家
と
し
て
位

置
づ
け
る
。
続
い
て
本
論
文
の
副
題
「
吉
川
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」
に
係
る
各
章

と
の
関
係
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
そ
の
概
要
を
述
べ
る
と
。
惟
足
の
神
道
思
想
形
成
の
根
本

は
、「
道
」
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
拠
り
所
は
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
最
重
要
書

と
し
た
。
つ
ま
り
人
間
の
生
き
方
や
国
家
統
治
の
あ
り
方
は
、
神
代
巻
に
記
述
さ
れ
た
神
々
の

事
績
か
ら
把
握
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
神
代
巻
尊
重
の
態
度
は
、
有
名
な
返
伝

授
不
履
行
事
件
に
も
み
ら
れ
、「
惟
足
の
神
代
巻
講
談
や
秘
伝
伝
授
の
手
続
き
を
軽
視
し
、
道

統
継
承
に
お
け
る
神
代
巻
の
価
値
共
有
を
拒
絶
し
続
け
た
吉
田
家
と
の
姿
勢
の
違
い
が
主
因
」

と
主
張
。
ま
た
江
戸
時
代
仏
式
葬
儀
が
強
制
さ
れ
た
中
で
、
四
代
将
軍
の
後
見
人
・
保
科
正
之

の
葬
儀
を
神
道
式
で
執
行
し
た
惟
足
の
拠
り
所
も
「
神
代
巻
・
四
神
出
生
章
・
第
五
の
一
書
に

記
さ
れ
た
葬
祭
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
続
い
て
神
代
巻
第
二
の
一
書
に
み
ら
れ
る
高
皇
産
霊
尊

の
神
籬
磐
境
の
神
勅
に
つ
い
て
、
従
来
の
学
説
に
言
及
し
結
論
と
し
て
、
そ
の
「
要
諦
を
忠
君

と
は
せ
ず
、
高
皇
産
霊
の
神
勅
に
基
づ
く
皇
孫
の
た
め
の
奉
斎
、
畢
竟
す
る
に
天
下
太
平
の
祈
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り
と
し
て
解
釈
し
得
た
」
と
説
い
て
い
る
。
更
に
惟
足
は
儒
学
の
用
語
を
多
用
す
る
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
る
が
、
同
時
に
神
代
巻
に
記
さ
れ
た
神
々
の
名
や
歌
に
注
目
し
、
八
雲
神
詠
を
手
掛

り
に
歌
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
。
そ
の
結
果
惟
足
は
、
四
重
奥
秘
に
次
ぐ
三
事
伝
に
和
歌
の
秘

伝
を
配
置
し
た
こ
と
。
歌
は
神
々
と
人
間
と
相
互
伝
達
や
交
流
に
役
立
つ
こ
と
。
お
よ
び
惟
足

が
人
生
の
節
目
に
示
し
た
詠
歌
や
八
雲
神
詠
の
解
釈
を
依
拠
と
す
る
思
想
形
成
の
展
開
な
ど
を

指
摘
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
論
者
は
、
神
代
巻
の
解
釈
を
通
し
て
惟
足
の
思
想
的
営
み
を
考
究
し
た
。
な

お
序
章
後
半
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
か
ら
今
日
に
お
け
る
先
行
研
究
の
詳
細
な
紹
介
を
記

載
し
て
い
る
。

第
一
章
は
、
惟
足
の
神
道
信
仰
の
拠
り
所
と
な
る
古
典
観
を
考
察
。
惟
足
は
修
身
斉
家
治
国

平
天
下
の
道
を
探
究
す
る
た
め
の
最
上
の
書
と
し
て
、『
日
本
書
紀
』
を
位
置
づ
け
尊
重
し

た
。
ま
た
惟
足
の
「
漢
字
の
訓
、
仮
名
を
尊
重
し
、
日
本
古
来
の
発
想
を
重
視
す
る
古
典
解
釈

方
法
論
」
か
ら
み
て
、
本
居
宣
長
の
そ
れ
と
類
似
し
て
い
る
と
主
張
。
し
か
し
同
時
に
吉
田
家
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の
古
典
観
を
墨
守
す
る
惟
足
は
、
根
本
枝
葉
花
実
説
を
根
拠
に
、
時
代
思
潮
で
あ
っ
た
儒
教
的

概
念
を
神
道
思
想
に
関
連
づ
け
る
こ
と
が
多
多
あ
っ
た
と
結
ぶ
。

第
二
章
は
神
代
巻
の
冒
頭
「
古
天
地
未
剖
。
陰
陽
不
分
。
渾
沌
如
鶏
子
。
…
。」
の
「
混

沌
」
の
解
釈
に
つ
い
て
考
察
。
惟
足
の
解
釈
の
特
色
は
、「
未
生
已
生
論
」
を
採
用
し
た
点
に

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
惟
足
の
神
道
思
想
に
は
太
極
や
理
気
な
ど
儒
教
的
概
念
を
用

い
た
た
め
「
宋
学
の
亜
流
」
と
い
う
批
判
が
あ
る
が
、
惟
足
は
あ
く
ま
で
神
道
古
典
に
依
拠
し

た
神
々
信
仰
に
基
づ
い
た
言
説
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
実
は
儒
学
の
盛
ん
な
時
代
に
適
合
し
た
神

道
神
学
的
意
義
が
あ
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

第
三
章
は
、
惟
足
の
道
統
継
承
問
題
お
よ
び
神
代
巻
理
解
に
お
け
る
吉
田
家
と
の
相
違
に
つ

い
て
考
察
。
前
者
に
関
し
て
は
、
吉
田
神
道
護
持
を
目
的
と
し
た
吉
田
家
と
、
皇
孫
守
護
・
国

家
発
展
に
奉
仕
す
る
使
命
を
信
念
と
し
た
惟
足
と
の
価
値
基
準
の
相
違
が
、
返
伝
授
不
履
行
に

至
っ
た
と
説
く
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
惟
足
が
公
開
的
神
代
巻
講
談
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
神
道
思
想
の
発
展
や
普
及
に
貢
献
し
た
と
指
摘
し
結
ん
で
い
る
。
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第
四
章
は
、
会
津
藩
主
保
科
正
之
の
神
葬
祭
を
め
ぐ
っ
て
、
惟
足
の
葬
祭
論
に
つ
い
て
考

察
。
正
之
は
死
後
自
ら
の
葬
儀
を
神
道
式
で
行
う
こ
と
を
遺
言
し
た
。
寺
請
制
度
が
「
大
法
」

と
認
識
さ
れ
て
い
た
時
代
、
惟
足
は
老
中
を
説
得
し
て
仏
教
色
を
す
べ
て
排
し
、
神
道
式
葬
儀

の
執
行
を
実
現
し
た
。
ま
た
惟
足
の
死
後
観
や
霊
魂
観
に
つ
い
て
も
、
論
じ
て
い
る
。

第
五
章
は
、
惟
足
の
神
籬
磐
境
の
伝
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
も

の
で
、
先
行
研
究
者
の
多
く
が
取
上
げ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
論
者
は
そ
の
要
諦
を
、
人
論
の
第

一
と
さ
れ
る
忠
君
と
捉
え
る
従
来
の
学
説
を
あ
る
程
度
認
め
な
が
ら
も
、
高
皇
産
霊
尊
の
神
勅

に
基
づ
く
「
皇
孫
の
た
め
の
奉
斎
す
な
わ
ち
天
下
太
平
の
祈
り
」
と
す
る
。
し
か
も
天
下
太
平

の
祈
り
に
は
君
臣
関
係
の
み
な
ら
ず
、
民
に
も
向
け
ら
れ
る
。
そ
の
証
拠
の
一
つ
に
、「
君
を

あ
が
め
民
を
隣
む
心
こ
そ
よ
ろ
づ
の
道
の
も
と
と
な
り
け
り
」
と
い
う
惟
足
の
歌
な
ど
挙
げ
て

い
る
。

第
六
章
は
、
惟
足
の
八
雲
神
詠
歌
「
八
雲
立
つ
…
」
の
解
釈
お
よ
び
詠
歌
に
関
す
る
考
察
で

あ
る
。
八
雲
神
詠
を
和
歌
の
起
源
と
し
、「
八
重
垣
を
」
の
反
復
を
「
敬
（
つ
つ
し
み
）」
の
意
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識
と
結
び
つ
け
て
解
釈
す
る
。
ま
た
詠
歌
に
関
し
て
惟
足
は
、
和
歌
の
秘
伝
を
四
重
奥
秘
に
次

ぐ
三
事
伝
に
位
置
づ
け
尊
重
。
歌
の
役
割
を
神
々
と
人
々
と
の
交
流
の
手
段
と
し
、
自
ら
も
和

歌
を
土
地
の
神
に
奉
納
し
、
日
照
り
や
洪
水
の
被
害
か
ら
救
わ
れ
た
と
言
わ
れ
、
熱
心
な
神
道

信
仰
者
と
し
て
の
一
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
七
章
は
、
惟
足
の
「
神
語
」
理
解
と
詠
歌
に
つ
い
て
考
察
。「
神
語
」
を
神
が
直
接
語
っ

た
も
の
と
捉
え
、
神
詠
歌
や
託
宣
お
よ
び
神
代
巻
の
記
述
も
す
べ
て
「
神
語
」
の
価
値
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
ま
こ
と
の
心
を
も
っ
て
詠
ま
れ
た
歌
も
、
神
々
と
の
交
流

手
段
に
な
る
と
説
い
て
い
る
。

第
八
章
は
、
惟
足
と
「
山
崎
闇
斎
の
神
代
巻
解
釈
の
相
違
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
と
題
し

て
、
両
者
の
類
似
点
や
相
違
点
を
論
じ
て
い
る
。
先
行
学
説
を
例
示
し
な
が
ら
、
類
似
点
と
し

て
は
「
土
金
の
伝
」、
相
違
点
と
し
て
惟
足
の
「
天
人
合
一
」
と
闇
斎
の
「
天
人
唯
一
」
を
挙

げ
る
。
惟
足
の
「
天
人
合
一
」
と
闇
斎
の
「
天
人
唯
一
」
と
は
似
て
非
な
る
も
の
と
主
張
。
惟

足
は
敬
（
つ
つ
し
み
）
を
も
っ
て
、
人
の
根
源
に
遡
及
す
る
こ
と
に
よ
り
天
人
合
一
の
境
地
に
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至
る
と
言
い
、
闇
斎
は
天
と
人
と
の
直
接
的
同
一
性
が
認
め
ら
れ
、
神
に
対
す
る
絶
対
的
信
念

が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
説
い
て
い
る
。

第
九
章
は
、
惟
足
が
中
世
と
近
世
神
道
思
想
の
端
境
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
考
察
。

中
世
神
道
思
想
を
「
祈
り
」
を
主
体
に
、
近
世
神
道
思
想
は
「
道
」
を
主
体
に
構
築
さ
れ
た
と

い
う
先
行
学
説
を
参
考
に
す
る
と
。
惟
足
は
吉
田
神
道
の
最
高
奥
秘
・
神
籬
磐
境
の
伝
を
継
承

し
た
が
、
そ
の
根
幹
は
皇
孫
奉
斎
・
天
下
太
平
の
「
祈
り
」
で
あ
っ
た
。
一
方
平
天
下
の
道
を

神
代
巻
か
ら
説
く
吉
川
（
理
学
）
神
道
は
、「
道
」
の
探
究
に
係
る
思
想
と
言
え
る
。
そ
れ
故

惟
足
は
、
中
世
・
近
世
神
道
思
想
の
端
境
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
結
ぶ
。

終
章
に
お
い
て
は
、
本
論
の
成
果
お
よ
び
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
論
者
が
主

な
成
果
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
で
あ
る
。
惟
足
は
神
道
を
治
国
平
天
下
の
道

と
し
て
捉
え
、「
君
臣
の
道
」
や
「
忠
君
」
の
考
え
を
採
り
入
れ
た
と
い
う
の
が
定
説
に
近
い

が
、
論
者
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
「
民
を
隣
む
」
心
の
重
要
性
を
追
加
す
べ
き
と
主
張
。

ま
た
惟
足
の
神
籬
磐
境
の
伝
解
釈
に
は
「
皇
孫
奉
斎
す
な
わ
ち
天
下
太
平
の
祈
り
」
と
「
祈
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り
」
の
語
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
中
世
神
道
思
想
の
特
色
を
有
し
て
い
た
こ
と
。
お
よ
び
こ
れ

ま
で
や
や
等
閑
視
さ
れ
て
い
た
惟
足
の
詠
歌
や
神
詠
歌
の
解
釈
を
通
し
て
、
惟
足
の
思
想
分
析

に
採
用
し
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
本
論
が
惟
足
の
神
代
巻
解
釈
を
中
心
に
考
察
し
た
の
で
、「
中
臣
祓

詞
や
『
神
道
大
意
』
等
を
素
材
と
し
た
研
究
。
あ
る
い
は
同
時
代
の
伊
勢
神
道
家
・
度
会
延
佳

や
理
当
心
地
神
道
の
林
羅
山
お
よ
び
林
鵞
峰
達
の
思
想
と
の
比
較
研
究
な
ど
の
必
要
性
を
述
べ

る
。
な
お
「
付
記
」
に
は
惟
足
の
詠
歌
を
集
録
掲
載
し
て
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

は
じ
め
に
、
本
論
文
が
吉
川
神
道
の
研
究
に
裨
益
す
る
で
あ
ろ
う
点
を
、
二
、
三
述
べ
て
み

た
い
。

江
戸
時
代
初
期
神
道
家
と
し
て
活
躍
し
た
吉
川
惟
足
は
、
当
代
一
流
の
諸
大
名
・
徳
川
頼
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宣
、
保
科
正
之
、
津
軽
信
政
ら
に
招
聘
さ
れ
、
神
道
の
講
義
を
行
な
っ
た
。
諸
大
名
を
魅
了
す

る
神
道
論
を
展
開
し
た
惟
足
と
い
う
人
物
や
思
想
に
つ
い
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
前
か
ら
今

日
ま
で
少
な
か
ら
ぬ
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
者
の
多
く
は
、
何
故
惟
足
の
神
道
思

想
を
諸
大
名
達
が
受
け
入
れ
た
か
と
い
う
点
に
、
関
心
を
抱
い
た
の
は
当
然
と
言
え
よ
う
。
惟

足
自
身
も
中
世
神
道
を
「
社
人
の
神
道
」、
自
ら
提
唱
す
る
神
道
を
「
理
学
神
道
」
と
称
し
明

瞭
に
区
分
し
た
。
そ
の
た
め
先
行
研
究
者
は
、
惟
足
が
継
承
し
た
吉
田
神
道
の
最
高
奥
秘
・
神

籬
磐
境
の
伝
理
解
に
お
い
て
、「
君
臣
の
道
」「
忠
君
」「
絶
対
的
忠
」
な
ど
封
建
教
学
的
概
念

で
捉
え
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
論
者
は
、
神
籬
磐
境
の
伝
の
要
諦
は
、「
君
臣
の
道
」

の
主
張
を
あ
る
程
度
認
め
な
が
ら
も
、「
皇
孫
奉
斎
す
な
わ
ち
天
下
太
平
の
祈
り
」
と
理
解
す

べ
き
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
の
意
味
で
、
論
者
は
惟
足
を
「
道
の
神
道
」
の
探
究
者
と
し
て
把

捉
す
る
従
来
の
学
説
を
必
ず
し
も
容
認
せ
ず
、
吉
田
神
道
道
統
者
と
し
て
の
立
場
を
墨
守
し
た

思
想
家
と
位
置
づ
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
惟
足
の
神
道
思
想
の
特
色
を
中
世
神
道
思
想
の
そ
れ
と
結
び
つ
け
る
論
者
の
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姿
勢
は
、
第
一
章
の
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
尊
重
論
に
も
み
ら
れ
る
。
惟
足
は
漢
字
の
訓
や
仮

名
お
よ
び
「
日
本
古
来
の
発
想
」
を
重
視
す
る
古
典
解
釈
法
を
と
り
、
本
居
宣
長
の
方
法
と
類

似
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
吉
田
神
道
の
根
本
枝
葉
花
実
説
的
考
え
、
神
道
が
根
本
で
儒

教
が
枝
葉
で
あ
る
と
し
て
、
儒
教
的
概
念
を
容
易
に
採
用
し
た
と
い
う
。
ま
た
第
二
章
で
論
じ

て
い
る
神
代
巻
解
釈
に
お
け
る
「
未
生
已
生
論
」
の
利
用
も
、
中
世
伊
勢
神
道
の
「
機
前
」
の

概
念
の
踏
襲
と
指
摘
す
る
な
ど
、
中
世
神
道
思
想
と
の
つ
な
が
り
を
主
張
し
て
い
る
。

第
二
の
点
は
、
惟
足
の
詠
歌
や
神
詠
歌
の
解
釈
に
注
目
し
た
こ
と
で
あ
る
。
惟
足
の
学
問
へ

の
関
心
は
詠
歌
か
ら
出
発
し
、
歌
学
を
通
し
て
神
道
古
典
に
触
れ
て
、
神
道
古
典
解
釈
に
辛
苦

し
な
が
ら
神
道
の
内
実
を
構
築
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
問
の
履
歴
を
考
え
る
と
、
惟

足
の
神
道
思
想
の
形
成
上
、
歌
に
関
す
る
検
討
は
た
い
へ
ん
重
要
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
こ
れ

ま
で
惟
足
の
詠
歌
や
神
詠
歌
の
解
釈
と
惟
足
の
思
想
形
成
上
の
つ
な
が
り
を
考
察
し
た
論
は
、

ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
論
者
が
指
摘
す
る
具
体
例
を
示
す
と
。
惟

足
は
神
籬
磐
境
の
伝
の
解
釈
を
「
皇
孫
奉
斎
す
な
わ
ち
天
下
太
平
の
祈
り
」
と
捉
え
た
が
、
そ
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こ
に
は
君
臣
関
係
の
み
な
ら
ず
庶
民
の
平
穏
も
含
む
と
主
張
。
そ
の
証
拠
の
一
つ
が
惟
足
の
詠

歌
「
君
を
あ
が
め
民
を
隣
む
心
こ
そ
よ
ろ
づ
の
道
の
も
と
と
な
り
け
り
」
で
あ
る
。
ま
た
有
名

な
八
雲
神
詠
歌
の
中
の
「
八
重
垣
を
」
の
反
復
に
対
し
て
、
惟
足
が
最
重
要
徳
目
と
主
張
す
る

「
敬
（
つ
つ
し
み
）」
の
意
識
と
結
び
つ
け
て
説
い
て
い
る
こ
と
。
お
よ
び
歌
は
神
々
と
人
々

と
の
交
流
手
段
と
捉
え
て
い
る
点
な
ど
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
歌
と
惟
足
の
神

道
思
想
形
成
上
の
つ
な
が
り
は
、
わ
か
り
易
い
論
と
評
価
で
き
る
。

第
三
の
点
は
、
本
論
文
の
主
題
で
あ
る
吉
川
神
道
の
研
究
を
、
神
代
巻
の
解
釈
を
中
心
に
進

め
た
こ
と
で
あ
る
。
惟
足
が
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
を
典
拠
と
し
て
、
思
想
形
成
を
企
図
し
た

こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
ろ
う
。
但
し
道
統
継
承
問
題
や
神
道
式
葬
祭
論
を
神
代
巻
解
釈
を
中

心
に
論
じ
、
説
得
力
の
あ
る
考
察
を
し
た
点
は
評
価
さ
れ
る
。
吉
田
家
へ
の
返
伝
授
不
履
行
問

題
は
、
客
観
的
に
は
惟
足
に
と
っ
て
大
き
な
過
失
と
言
わ
れ
て
も
止
む
を
得
な
い
事
件
で
あ
っ

た
。
し
か
し
吉
田
家
が
惟
足
の
神
代
巻
講
談
を
軽
視
し
た
り
、
神
代
巻
の
価
値
共
有
を
拒
絶
す

る
限
り
、
返
伝
授
を
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
説
も
あ
り
得
よ
う
。
ま
た
保
科
正
之
の
葬
儀
に
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お
い
て
、
仏
教
色
を
す
べ
て
排
し
、
神
道
式
葬
儀
を
実
現
す
る
の
に
活
躍
し
た
の
が
惟
足
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
保
科
正
之
の
葬
祭
は
、
吉
田
流
の
神
葬
祭

の
影
響
と
言
わ
れ
る
が
、
根
幹
の
と
こ
ろ
で
神
代
巻
に
基
づ
く
と
い
う
主
張
は
、
有
意
義
で
あ

る
。以

上
、
細
か
な
点
は
省
略
し
て
、
三
点
に
整
理
し
た
。
し
か
し
第
一
の
主
張
で
あ
る
惟
足
が

中
世
・
近
世
神
道
思
想
の
端
境
期
に
位
置
づ
け
る
説
に
つ
い
て
は
、
是
非
の
判
断
が
た
い
へ
ん

難
し
い
。
け
れ
ど
も
今
後
の
課
題
と
し
て
論
者
が
述
べ
て
い
る
。「
中
臣
祓
詞
」
や
『
神
道
大

意
』
等
を
素
材
と
し
た
研
究
、
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
神
道
思
想
家
・
度
会
延
佳
や
林
羅
山

等
と
の
比
較
研
究
に
よ
っ
て
、
解
決
へ
の
道
も
期
待
さ
れ
よ
う
。

以
上
の
よ
う
な
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
の
申
請
者
�
橋
達
典
は
、
博
士
（
神
道

学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
。
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